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【開催日】 令和４年７月２６日（火） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前１０時～午後０時５分 

【出席委員】 

委員長 森 山 喜 久 副委員長 福 田 勝 政 

委員 大 井 淳一朗 委員 奥   良 秀 

委員 笹 木 慶 之 委員 中 岡 英 二 

委員 宮 本 政 志   
 

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 なし 

【執行部出席者】 なし 

【事務局出席者】 

主査兼議事係長 中 村 潤之介 議事係書記 若 野 みちる 
 

【審査内容】 

１ 議会だより第６６号の校正について 

２ 議会だよりの編集について 

３ その他 

 

午前１０時開会 

 

（付議事項１） 

 

午前１０時３９分休憩 

 

午前１０時４９分再開 

 

午前１１時 

 

（付議事項２） 
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森山喜久委員長 続きまして、２の議会だよりの編集についてです。またすぐ、

９月議会が始まっていきますけれど、議会だよりの編集の方向性ですね。

今、表紙を含めて特集号、委員会レポート、一般質問、各委員会からの

報告等があればそちらを載せていく編集をさせてもらっていますが、こ

れまで議会だよりを発行した中で、ちょっとここを改善したほうがいい

んじゃないかとか気付きとかがもしあれば、御意見を頂きたいと思いま

す。 

 

宮本政志委員 今、委員長が言われた議会だよりに固執することに少し疑問あ

ります。議会広報の充実っていうのが議会基本条例第２６条に載ってい

ますけども、議会だよりだけがこの広報特別委員会の広報活動じゃなく

て、そもそも、広報特別委員会としてどのような広報活動をしていくか

っていうことを、発足して議論が全くできていないんですよ。いつかの

委員会では、いろんな案みたいなものも出ているんですね。ですから今

後の広報活動っていうものを、基本条例とかいろんなものにのっとった

前提で議論して、そしてその中の広報活動の一つのツールとして議会だ

よりがあるんで、それから議会だよりを今後どうしていきましょうかっ

ていうことも、考えていかないとですね。今、議会だより１本で編集を

これからどうしましょうかっていくと、いかがなものかなと思うんです

けど、その辺りはどう思われますか。 

 

森山喜久委員長 議会基本条例の関係を含めて言えば、やっぱり広報活動、様々

に議論していって、取組を進めていきたいとお話しさせてもらった中で、

今、少し変わってきたのが、マチイロアプリを入れたこととＦＭスマイ

ルウェ～ブを入れていくことですけど、それ以外のところの議論は御指

摘のとおり進んでいないので、そちらの議論はしていかなければいけな

いと思っています。 

 

宮本政志委員 私が言いたいのは、第２６条に議会は情報技術の発達を踏まえ

た多様な広報手段を活用することにより―これはデジタル化推進特別
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委員会が絡んでくると思うんですよ。多くの市民が議会と市政に関心を

持つよう議会広報活動に努めていきますよっていうふうに、広報の充実

というものをどのようにやっていくのか、深い議論を広報特別委員会で

やっていく。例えば、市議会モニター制度に対することは広聴特別委員

会でしょう。しかし、市議会モニターの職務とか市議会モニターの設置

の趣旨は当然、議会運営に絡んでいますから、広報特別委員会にも絡む

わけですよ。ですから、私はそういった市民の意見を広く聞いたり、こ

ちらは広報特別委員会ですから、議会活動とか運営を発信したりしてい

く立場ですけど、例えば市議会モニターを呼んで、市議会モニターの意

見も聞く、あるいは意見交換をする、広報特別委員会でも、制度に関し

てはいけんですよ、広聴特別委員会ですから。そういったことも含めた

議論をしていくべきだと、さっき言ったんですけどね。 

 

森山喜久委員長 以前、広聴特別委員会で市議会モニターに向けてアンケート

を取ったのを、逆に今度、広報特別委員会として市議会モニターとの意

見交換を行っていくべきではないかという提案と理解していいですかね。

（発言する者あり）今、議会だよりの編集という話の中で、広報活動自

体の議論という話になりました。そちらの広報の充実という議論を進め

ていきたいと思いますがよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）今、

宮本委員から市議会モニターを活用していくという御意見がありました。

それも踏まえて、皆さんからこういう活動もできるんじゃないかという

のも、意見があればお話を…… 

 

奥良秀委員 以前からも言っているんですが、今、議会だよりが広報特別委員

会の１本柱になっており、今期から少しずつラジオも入れていったりと

かしている中で、ぼちぼち、前から言っている議会だよりの検証ですよ

ね。アンケートを取られて、どういうふうにされているのかっていうの

を、やはり一度調べられたほうがいいのかなと。今回ラジオも入るって

ことであれば、今まで議会だよりは見ていない人でもラジオは耳から入

ってくるので、そういうところにも気を取ってもらえる人もいるかもし
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れない。今は、アンケートを取るにはちょうどいい時期に入ってきてい

るのかなと思いますので、その辺もどういうふうなアンケートの質問

等々、アンケートの取り方等々、議論していったほうがいいのかなと思

います。 

 

中岡英二委員 私も奥委員の言われたことと全く同じことを考えていました。

たしかに、今、主な広報活動は議会だより、これだけの税金を使って、

委員でこれだけ討論して、どれだけの方が議会だよりを読まれているの

かが一番関心がありました。今言われたように、アンケートを一度取っ

てみて、アンケートもそんな難しく考えないで、この委員会の中で、何

人か限定して取っていただいて、その読まれていない理由をはっきりと

知っておきたいし、そういう意見を頂きたいと思います。そしてさっき

市議会モニターの趣旨ということで、市議会モニターとも議会だよりに

関することとかの感想があれば、聞いていく時期じゃないかなあと思っ

ております。今、確かにいろんな取組をされていますが、やはり柱とな

る議会だよりの再度の検証ではないかなと私は思います。以上です。 

 

宮本政志委員 少し、委員会の流れを気を付けないといけないのが、私がさっ

きから言っているのは、例えば、議会の活動原則、開かれた議会を目指

しましょうとか、議会運営に関して市民の関心が高まるように分かりや

すい視点とか、いろいろこううたってあるわけです。だからそういった

ことを前提とした広報特別委員会の活動を今後どういうふうにやってい

くんですかっていう議論と、ＦＭとか議会だよりとか、あるいはどれだ

け読まれているかのアンケートっていうのは、これ一つ一つのツールの

ことなんですよね。それを一緒に議論していくと、収拾つかなくなると

思うんで、ツールはツール、その一つのツール、議会だより、ＦＭとか

いろんなツール、例えばジャンパー着てどうこうとか、そのツールはツ

ールで一つ一つまた精査していけばいいと思うんです。ただ、広報特別

委員会が今後、議会基本条例等にのっとって広報特別委員会としてどう

いう広報活動をしていくかと、そういった議論に分けてやっていかんと、
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ツールと委員会としての活動を全部一緒にしてやっていくと収拾つかな

くなると思いますよ、委員長。もっと言えば、広報特別委員会を今後ど

ういうふうに進めていったらいいのかという議論していく中の一つとし

て、市議会モニターをお呼びして、市議会モニターから意見を聞くよう

な意見交換もいいんじゃないんですかっていうお話をしたんです。そう

するともっとそこから議論が深まるんではないか。市議会モニター制度

には設置要綱があるので、例えばそういった議会だよりとかっていうの

を、これせっかく今始まっていて、もうツールですから、これをやめて

いくわけにはいかんと思う。だから、正確にそういったものを定めてい

くとかね。広報活動が始まって半年たつんですから、広報特別委員会と

して、どういうふうに方向性持っていくかをもう自由討議でもかまわん

と思うんだけど、やっていかんと。ただ、議会だよりを毎回やっていき

ましょう、議会だよりだけやっとったら、広報特別委員会の目的、趣旨

としてはもう達せられたんだという前提でいってしまうと、最初の頃の

委員会でいろんなツールを話し合っていきましょうよって言ったことが

全く度外視されるんで、その辺りの委員会運営に対して、委員長に先ほ

どから言っているんですけどね。 

 

森山喜久委員長 宮本委員が言われる議会基本条例第２６条のところでですね

……（発言する者あり）全部ですね、失礼しました。１０分休憩し、２

５分から再開ということで、一旦休憩します。 

 

午前１１時１５分 休憩 

 

午前１１時２５分 再開 

 

森山喜久委員長 再開させていただきます。議会だよりの編集という項目から

全体的に見ていくべきではないかと。どのような広報活動をしていくの

かっていうのを再度見直すべきじゃないかという意見の中で、今、話が

進んでおります。やっぱり多くの市民の方に関心を持っていただく議会
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の広報活動と考えたときに、やはり市議会モニターとの意見交換、意見

を聞くことが必要ではないかとの意見を頂いております。これについて

皆さん方から御意見があれば教えていただきたいんですが。 

 

宮本政志委員 この付議事項の議会だよりの編集について、今から議会だより

をどういうふうな編集していきましょうかって、委員長がこの付議事項

２に持ってこられたわけですよ。例えば、基本条例の前文に、まちづく

りの主体である市民の多様な意見を的確に市政に反映させるため、その

後も続くけど、そういったことを前提とした、今後、議会だよりをどう

やって編集やっていきますかっていう付議事項を議論するには、例えば、

市民の方から議会だよりに対するいろんな意見を聞いて、そして、どう

いった編集をしていくかって議論に入っていかんと。その一つとして、

例えば市議会モニター制度っていうのがうちにはあるんですから、市議

会モニターと意見交換して、そしてこの議会だよりの編集に生かしてい

けばいいんじゃないんですか。付議事項にのっとるんであればね。それ

とはまた別に、今後の広報特別委員会の広報活動としたらどうなんです

かって、そういった議論をきちっとしていかんと、いきなり編集を今後

どうしますかって言ったって、市民を置き去りにした、議論した議会だ

よりになっていくんじゃないんですかという趣旨です。 

 

森山喜久委員長 今のこちらの取組を見つめ直すためにも、市議会モニターと

意見交換をという話で、ほかの方から議会だよりの在り方を含めて、ア

ンケートも含めて検証が必要ではないかという話もあるんですけれど、

まずは、市議会モニターと意見交換する方向性が必要ではないかという

意見であると思っています。それを踏まえて進めていく方向性で、皆さ

ん方よろしいですか。 

 

笹木慶之委員 あえて今、宮本委員が言われたんだけど、委員長がそれを受け

止めておられんような気がします。だから、あくまで方法論をこれから

どうしようかという今議論をしていく中での一つの項目として挙げられ
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たわけよね。だから、いろんな項目があるけど、その１項目をどうする

かっちゅうことやなしにまだほかにもあるかもしれない。まずその辺を

整理していかないと、整理されんままに１か所に集中していったって、

話が進まないじゃないですか。例えば、他の議会の広報委員会はどうい

う状況であるのかということも、やはり参考にもすべきだろうし、それ

から、先ほどあったように、広報が本当に市民の方に読まれているのか

どうかというアンケート、どこにあい路があるのかということを見た中

で、本当にいい広報、いわゆる市議会の広報としてどうあるべきかとい

うところを、今からやっていくわけでしょ。それならそのように話を進

めていかんとやね。今、そこの１点でとどまったってしようがないじゃ

ないですか。ほかのことを含めた協議じゃないとですね。その中の一つ

ということという発言が先ほどあったと思いますよ。だから、そのよう

に進行してもらいたいと思います。この会議の中身が違うということを、

私思ったんだけど、ただ宮本委員の切り口からしてみると、なるほどそ

ういう形の見方はあるなと評価しました。それはただ単に、議会だより

の編集についてということだけにこだわって話をしたって、議会本来の

目的から逸脱することになるという方向性が見えるので、したがって、

それをよくするためにはどういうことが考えられるかということの一つ

ですね。だから、それについては、やはり今までのものをしっかり反省

するという手法があるだろうし、それから、反省するには、いろんな人

の意見も聞かんにゃいけんだろうし、また、それ以外には、いわゆる広

報特別委員会として取り組むべき課題があるのかないのか、その辺のと

ころを言われたと思うんですよ。それなら話は分かると思って、話はそ

うかなと思ったら、またそこの１点に集中してくるから。今はそういう

時期じゃないんじゃないかと思うんですよ。今日の会議は、その時期が

また近く来ると思いますけど…… 

 

宮本政志委員 近々来るんじゃなくて、今、付議事項で議会だよりの編集につ

いてって委員会にかけられたわけですよね。さっきから言っているでし

ょ。他の市議会とか、他の議会の広報活動も参考資料でしょう。しかし、
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今本市の市民の中に市議会モニターがいらっしゃるわけです。市議会モ

ニターは、市議会の活動とかに関する意見を当然言われてもいい立場の

方ですから、この議会だよりについて、今、どういうふうに見られてい

ますか、あるいは改善点はどうなんでしょうかという意見、あるいはア

ンケートというツールとか、そういったもので議会だよりの今後の編集

についてっていうことを議論していかないとっていう意味なんですよ。

そこと、この議会だよりの編集以外の広報特別委員会としての活動と全

部一緒にしたら議論がおかしくなりますよ。さっき笹木委員が言われる

ことっていうのは、そういった他の議会がどうこうとか、こうこうとか、

今は時期じゃないとかじゃなくて、議会だよりの編集を今後どうします

かって付議事項なんだから、私はその編集について議論するんであれば、

市議会モニターの意見を聞くというのも一つのツールでしょってことを

言っているんです。 

 

福田勝政副委員長 第６６号ですよね、この度ね。ということは６６回出しと

るわけですよね。今言われた問題点は、初めから分かり切ったことじゃ

ないかなと思うんですよね。（発言する者あり）今いろんな人にこの意

見を聞くとか、市議会モニターに聞くとか言われていますけど、この議

会だよりは、１号、２号、３号は反省点として、そういう問題はもう初

めからあったことじゃないですかね。今、６６回ですよね。（発言する

者あり）６６号ですよね、今回作るのが。１号から６６号の間に、いろ

んなことがあったと思うけれど、今の問題点は、もう初めから皆さんの

意見を聞きながら作っていくというのが１番大事なことじゃないでしょ

うかね。それを今、６６号になって、またそれをやるっていうのは、も

う初めから分かりきったことじゃないかと、いつもこの問題点が出るん

じゃないですよね。（発言する者あり） 

 

笹木慶之委員 先ほど言っているように、正確に伝わってないようですが、私

は決してその一つのツールをうんぬんというわけじゃありません。やは

り反省するということには、いろんな課題があるわけで、今それをやっ
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ているじゃないかと言っているわけ。だから、宮本委員は今の市議会モ

ニターということで言われました。私も別段、それは否定しません。賛

成します。そのことについてはね。だけどまだいろんな手法があること

について、今そのメニューをかけながらやっていったほうがいいんじゃ

ないかということを言っているわけ。そのことだけで賛否を取られるか

ら、そうじゃなしに、それはメニューの一つであって、だからそれをも

う少し広げていって、だから、アンケートもあるだろうし、市議会モニ

ターにもアンケートの実施方法で答えてもらうかもしれない、分からん

じゃないですか。皆一緒に大事な意見やからね。それには、やはり、今

まで言われた委員の意見を踏まえながら、そして、やっぱりよそも議会

を一生懸命やりよるわけだからね。案外私も気が付かないところに、な

るほどなというものがあるかもしれないから、やっぱりそういったもの

も調べていく必要があるじゃないかと。だから私は窓口を広げて、より

良い議会だよりの編集に向かっていくっちゅうことについては、全面的

に賛成ですから、それにしてほしいと思います。今日はその段階ではな

いでしょうかということです。 

 

森山喜久委員長 市議会モニターから意見を聞くというのも一つの手法ですし、

もともと出ておったアンケートを取るというのも一つの手法であると思

います。例えば、議会だよりの編集についても、市民の目線から見た、

みんなが見る市議会だよりにしていくこと。そして、私たち市議会の広

報特別委員会が求めていくものということを知るためにも市議会モニタ

ーとの意見交換とか、アンケートをしていくことは必要になっていくと

思います。それ以外にもほかのメニューもあるんじゃないかって話もあ

ります。また、そのツールとしてどういったものがあるかということに

ついて、また皆さん方からも意見を頂きたいと思います。 

 

大井淳一朗委員 まず、今、付議事項２番で議会だよりの編集についてとなっ

ていますので、まず議会だよりの編集についてやりましょう。宮本委員

が言われるように市議会モニターを活用したらどうかというところも含
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めて、まずそこをやって、今後の広報活動については、次の話というこ

とで分けてやりましょう。まず議会だよりの編集を今後どうするかって

いうことですよね。今、宮本委員とかが言われている市議会モニターの

活用、議会広報を読んで、意見を求めるというのは、市議会モニターの

職務の中にまだ生きちょると思うし、利にかなっていると思います。そ

ういうのを入れてはどうかという意見が出ていますんで、今後の議会だ

よりの編集について、まず付議事項をまとめてやりましょう。 

 

森山喜久委員長 今、大井委員が言われました、今後の議会だよりの編集、宮

本委員も言われました市議会モニター制度の活用という形で進めていく

というのが一つの手法と思います。そちらについて基本皆さん方、市議

会モニターを活用していくという形について、御意見とかですね……（発

言する者あり） 

 

大井淳一朗委員 もちろん市議会モニターの活用はしていくってことなんです

けど、市議会モニターを活用しましょうだけで終わっては、ちゃんと詰

めておかないといけないので、そこまでやらないといけないかなと思い

ます。 

 

福田勝政副委員長 僕たちは広報特別委員会で……僕は３回目ですけど、僕た

ちが一般市民の立場になって考えるのと、市議会モニターの考えはそん

なに違わんと思うんですよね。ただ、今、見る人がどれぐらいおるのか

なと。これが一番肝腎なことであって、さっきも言われましたけど、ア

ンケートは大事なことじゃないかと思います。僕が一番今言いたいこと

は、僕たちが一般市民になって、どういうものを出したら皆さんが読む

のか。それは、市議会モニターが思うことと僕たちが思うこととそんな

に変わらんじゃないかと思うんですが…… 

 

宮本政志委員 今、副委員長がおっしゃったことも含めて、だからこの付議事

項の議会だよりの編集についてで、いやいやアンケートをまだ取らなく
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ても、あるいは別に市議会モニターから意見聞かなくても、そういった

ことをせずに、今後の議会だよりの編集について議論しましょうよって

委員会でなれば、編集について付議事項２に沿って議論に入ればいいん

ですよ、今後の編集について。ただ私は、今後どういうふうに編集して

いくかという議論をする材料として、一つの手法として市議会モニター

との意見交換はどうですかってさっき言っただけです。中岡委員が言わ

れた先ほどアンケートっていうことも重要です。これごもっともと思う。

奥委員は、ＦＭのことも言われた。だから、そういったことは後にして、

まず編集について議論しましょうってなるのか。編集について議論する

んであれば、どういったことをやってから、編集について議論していき

ましょうってその後の流れっていうのを、きちっとやっていかんと。さ

っき大井委員が言われたような話これきちっと一つずつ分けてやってい

かんと進みませんよ、委員長。だから別に市議会モニターのことだけじ

ゃない。どういうふうに編集していきますかと議論する中で、市議会モ

ニターからも意見を聞いてみたらどうでしょうか。ほかにも指標がある

のであればそれを出し合って、これをやりましょう、どういうふうにや

りますか、具体的に、そして、それをいつ頃やりましょう、そしてそれ

をもって今後の議会だよりの編集について議論していこうというふうな

流れなのか、その辺り委員長、ちゃんと進めてもらわんとおかしくなり

ますよ。 

 

森山喜久委員長 議会だよりの編集を進めていく上で、市議会モニターの活用、

アンケートという御意見がありました。その中で、議会だよりの編集作

業をする上で、やはり市民からの意見というのは聞いていく必要がある

と、私自身認識していますが、皆さん方、どうお考えでしょうか。 

 

中岡英二委員 議会だよりの編集についてということで話をすれば、やはり、

先ほど言われたように市議会モニターの意見を聞いてそれを編集の参考

にするとか、今、ユーチューブでたしか配信していますよね。そういっ

た御意見も参考にしながら、要は編集というのが、やはり議員目線にな



 12 

ってはいけないというのが一つあると思うんですよ。だから、そういう

市議会モニターの意見も聞きながら、ユーチューブの御意見を聞きなが

らやればいいと思います。それが、以前は議会報告会とかで意外と市民

と接する場面があったけど、今そういうのがなくなっていますからね。

そういう、落ち着いてくればもっとほかの大学に行ってそういう意見を

聞きながらやってもいいし、これは広聴特別委員会との兼ね合いもあり

ますからね、広報特別委員会だけではいかないこともあるんですよね。

だから今のところできることは、今言われたような市議会モニターの意

見を聞くとか、アンケートを取って市民の意見を聞くとか、そうした中

で、編集イコール議会だよりを充実していくという、そういう新しいツ

ールっていうのは私の頭の中ではちょっと出てこないですけど、今、言

われた意見の中で、そういうのを参考にしながら編集していったらいい

んじゃないかなと思います。 

 

森山喜久委員長 実際アンケート等の関係の部分で言えば、臨時号という形で

配布していくことはちょっと厳しい状況なのかなと思いますんで、１１

月１５日から２月１５日号の議会だよりの中で、議会だよりについての

アンケートを配布して、回収していくっていうのは一つの方策かと思い

ます。差し当たり、議会だより編集の充実を求めていくことであれば、

最初に市議会モニターと意見交換を行っていくっていう、あとユーチュ

ーブの意見を拾っていくことが、最初に収集しやすい情報と思います。

そういう形をもし取るのであれば実際、ユーチューブでアンケートとか

意見集約する形って今なっているんですかね。 

 

大井淳一朗委員 一応概要欄でアンケートに飛びます。ただ問題点は、ＰＤＦ

が出てきて、そこに書き込みしてＦＡＸしないといけないから、誰も回

答しないという問題点はあります。これは広聴特別委員会の話なので、

これ以上は言いませんが、改善すべき点はあるかと思います。今、一応

アンケートは取る形にはなっています。 
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奥良秀委員 市議会モニターの職務としては、意見を出してもらうことだけで

はなくて、こちらからのお願いでアンケートを取ったりとかっていうこ

とも、たしかできるようになっていると思います。今ずっと話を聞いて

ると、こちら側から、すぐすぐ市全体のアンケートは難しい状態だと思

うので、市議会モニターに対してどういったところの改善点とか、どう

いう感想があるのか、１回聞いてみたらいいんじゃないですかね。それ

で、この委員会で、アンケートを持ち寄っていろいろと議論を深めてい

けばいいのかなと思いますが、いかがですかね。 

 

大井淳一朗委員 窓口は広聴特別委員会だったんですけれども、改選前に市議

会モニターに意見を求めました。その中では、市政に関することのほか

に、議会だよりに関するアンケートも取っていますので、そこの項目も

参考にして今、奥委員が言われたように、まずは市議会モニターから意

見を頂戴するようにされると良いと思います。以上です。 

 

宮本政志委員 奥委員と大井委員が言われたことが本当ごもっとも。そうであ

るならば、市議会モニターから見たら広聴特別委員会だの広報特別委員

会だのデジタル化推進特別委員会だのは、正直関係ない。議会全体です

から。今度は広聴特別委員会とも合同で例えば市議会モニターに広報活

動、広聴活動についての意見交換ということも視野に入れてもいいと思

う。でないと、大井委員と奥委員が言われたように、こっから先は広聴

特別委員会ですね、ここまでは広報特別委員会ですねとなってしまうと、

また議論に少し線をしてしまうようになるので、その辺りっていうのも

今日もう少し深めてね、そしてスピーディーに運んでいって、早く、議

員、議会目線じゃなくて、市民目線での広報特別委員会の活動ができる

ようなっていう方向でいってほしいんですけどね。委員長どうですかね。 

 

森山喜久委員長 最初に大井委員が言われた前期のところで市議会モニターに

対してアンケートを取らせていただいています。それを題材にして、５

月１５日号の議会だよりを含めて、そちらと一緒にアンケートをお送り
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して意見を聞きたいというふうな方策がまず一つあると思います。それ

と並行して、合同で市議会モニターとの意見交換を行う場を設けること

ができないかという話を広聴特別委員会にしていくのが２点目になるか

と思っております。そういう形で一つは、市議会モニター宛てに議会だ

よりについてのアンケートを取っていく、そして２点目に広聴特別委員

会と、できれば足並みをそろえて市議会モニターと意見交換を行うって

いうふうに進めていきたいと思いますがどうでしょうか。 

 

宮本政志委員 今の議論の流れを言うと、市議会モニターに議会だよりのこと

だけを聞くっていう流れじゃ駄目じゃないですか。議会だよりは議会だ

よりについても確かに、意見を聞くアンケートするのもいいんでしょう

けども、やはり委員会に来ていただいて意見交換したり、議会だより以

外の広報活動について、市議会モニターはどういうふうに見ておられて

どういうふうな意見があるかって、そこじゃないかな。今の委員長の話

でいくと、議会だよりについて市議会モニターにアンケートするって言

うと、先ほどの大井委員の言われた正にそのとおりで、それだけのこと

ですかって話になっちゃいかんので、やっぱり全体的なもの詰めて市議

会モニターに投げんといけないと思います。議会だよりだけじゃないと

思います。 

 

森山喜久委員長 当初あったように市議会全体という形のアンケート内容です

かね。それとともに議会だよりも含めていくというふうな……（発言す

る者あり）前回、広聴特別委員会でアンケートした内容を全て覚えてな

いんで、ちょっとあれですけど、それを題材にしながら掘っていくとい

う形を一つ求められているのかなと思っています。 

 

大井淳一朗委員 そのときには、うちの担当はあくまでも議会だよりだけだっ

たんですよ。議会だよりについての意見はいろいろありました。ちょっ

と詳細は覚えていませんが、今、宮本委員が言われるのは今後のことを

考えるならばそれだけじゃなくて、広聴特別委員会やデジタル推進特別
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委員会とかほかの特別委員会もあるんだから、それについてもやってい

くと。ただ、そうなるとうちの担当ではなくなるので、やはり意見交換

の場所には、ほかの委員会も巻き込んでいかなきゃいけんでしょうね。

だから、正に横の連携を取って、二つの委員会と連携を取って、全てを

含めた形での意見交換をされるとよろしいかと思います。 

 

森山喜久委員長 今、広聴特別委員会だけじゃなくてデジタル推進特別委員会

の関係も含めて、当初からの議論にもありました三つの委員会の連携を

取りながらという話になっていくと思いますので、そちらを含めて、進

める方向を考えていきたいと思います。今日はこれ以上、時間も含めて

議論できないかもしれないので、日を改めて、また、こっちの議論を再

度していきたいと思いますので、日程調整をさせていただきたいんです

が、それでもよろしいですか。この前話し合った件で、一つはＦＭスマ

イルウェ～ブの原稿の確認と内容の確認を皆さんに事前に送付して、そ

れを詰めていきたいというのが一つあります。あと、前回、市議会モニ

ターに出したアンケートを確認してこういうふうなアンケートを前回し

ているというのを示しながら、そこの取捨選択しながら進めていくとい

う形で……（発言する者あり） 

 

宮本政志委員 少し事務局の意見も聞いていただきたいのもあるし、またこれ

先送りになるんですよ。もう半年たっとるんです。広報特別委員会が始

まる半年以上かな。従来の議会だより以外のことは全く議論もないし進

んでいないの。これまた次にって言うんじゃなくて、委員会で今日決め

ることは、先ほど大井委員が言われたのは、実は一番理想的な形で、デ

ジタル化推進特別委員会も広聴特別委員会も広報特別委員会も一緒にな

って市議会モニターとの意見交換ができる。これは確かに理想というか、

一番私が望むところを、大井委員が言うてくれちゃったんやけど。それ

ともう一つは、段取り、調整がうまくいかん、時間が掛かりそうであれ

ば、広報特別委員会だけでも市議会モニターを呼んで、議会だより、そ

して議会だより以外の広報活動についての意見交換をしますかとか、あ
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らかた今日それ決めんとやね。今議論はしたけど、何も決まらんまま「次

回です」となると、また何か月たっても従来の議会だよりをずっと出す

ことだけで、広報特別委員会としては事足りていますっていう話になり

ますよ。だから、次回に持ち越すんであれば、ある程度今日、委員会で

決めて、それについて次の委員会でってことに してほしいですね。 

 

森山喜久委員長 取りあえず、今の段階で事務局から、意見とか、こういうふ

うな段取りで進めたほうがいいというふうな意見はありますか。 

 

大井淳一朗委員 事務局ではないんですが、先ほど私が言いましたのは三つの

委員会が連携を取って、議会だよりのみならず、デジタル化推進特別委

員会とかあるいはユーチューブのことも含めた意見交換をするのが理想

なのですが、スピーディー感をより持たせるのであれば、宮本委員が言

われるように、まずは議会だよりとか、職務としてはホームページまた

フェイスブックページを閲覧するって、市議会モニターの職務にありま

すので、これらに絞って、我々だけでも意見交換はできるのかなと。だ

から、今日決めるのは横の連携が取られればそれがやはり理想なんだけ

れども、難しいようであれば、迅速なものが取れないのであれば、我々

だけでも対応するということだけでも決めたがいいんじゃないですか。

以上です。 

 

森山喜久委員長 今言われた部分は２点ですね。デジタル化推進特別委員会、

広報特別委員会、広聴特別委員会で連携を取ってやっていく、若しくは

広報特別委員会単独で、まず市議会モニターと意見交換をしていくとい

う形になります。その前段でアンケートを取るかどうかっていうのはあ

るんでしょうけど、まず広報特別委員会として市議会モニターと意見交

換はしていくというふうな―デジタル化推進特別委員会、広聴特別委

員会、広報特別委員会が連携を取ってやっていくという２点について意

見を頂きたいと思います。 
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奥良秀委員 あくまで、市議会モニターを呼んで意見交換会をするにしても、

最初に市議会モニターが何で呼ばれたのかよく分からないようでは困り

ますので、やはり、ある程度、議会だよりであればどういった項目のア

ンケートみたいな質問内容をまずは事前に示してあげて、それをこちら

で頂いてから話をどんどん進めていったほうが、より充実した会議にな

るのかなと思います。その辺はまた話合いをしていったほうがいいのか

なと思います。 

 

笹木慶之委員 話が堂々巡りしていますが、要は、前に進むためにどうしたら

いいかということだと思うんですよね。今二つ案が出ましたが、ベスト

なのは、市として対応するということですから、それをまず３人の委員

長で協議してください。（発言する者あり）市議会としてね。だから、

それを協議してその方向性が見えんことには、次の選択肢がないじゃな

いですか。もしそれができなかったら、広報特別委員会だけでもやると

いうことで、それでいいと思いますよ。だからそれについては今、奥委

員が言われたように、どういったことを調べるのかということをあらか

じめよく精査して、まずお願いすると。そういう形で、順序立ててやっ

ていかんと、大まかにまとめちゃっても、次の段階でまたゼロに戻るよ

うな形になりますから。だからもう一度言いますが、デジタル化推進特

別委員会、広聴特別委員長とよく協議をして、市議会として対応してい

くという方向性が取れるのか取れないのか。取れなかったら広報特別委

員会として対応していくというところだろうと思います。その両方で押

してもらいたいと思いますね。以上です。 

 

中岡英二委員 三つ委員会が集まれれば一番理想ですけども、集まるのが無理

であれば、当面は市議会モニターと広報特別委員会で話合いを持ったほ

うがいいと思います。その内容としても、議会だよりも大事かもしれな

いですけど、広報活動全体についても市議会モニターの意見があれば聞

いて、その中で、議会だよりについては１項目だと思うんですよ。だか

らそういう気付きを聞ける、広報全体について市議会モニターの御意見
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を聞ける機会を委員長、副委員長で調整を取りながら、そういう日程を

決めて早急にやられたら、こういうことは進んでいくんじゃないかなと

思います。以上です。 

 

森山喜久委員長 では、取りあえず、デジタル化推進特別委員会、広聴特別委

員会の委員長、副委員長、事務局を含めて、市議会として対応できるか

どうかの協議をする場を早急に設けていきたいと思います。それととも

に、もしそれがちょっとすぐ足並みをそろえられそうになかったら、広

報特別委員会として市議会モニターに意見交換する場を設けていく、そ

の市議会モニターに案内するときに、事前にアンケートなり、議会だよ

りを見られたことがない方もいらっしゃるかもしれませんから議会だよ

りを配布しながら、アンケートを頂きながら、意見交換する場を設けて

いくと。ちょっと２段構えになるかもしれませんが、その対応で進めて

いくということでよろしいでしょうか。 

 

宮本政志委員 さっき奥委員が触れたけど、アンケートにあまり固執するとア

ンケートって作って、出して回収するまで物すごい時間が掛かる。その

間には次の定例会始まってまた議会だよりの時期が来ますので、そこは

先ほど委員長のアンケートと言っているんだけど、そこと、スピード感

というのをまたちょっと分けて考えないといかんと思いますけどね。 

 

大井淳一朗委員 ですので、奥委員、宮本委員が言われるように、意見交換す

るときにどういうことについて協議したいってことをあらかじめ伝えて

あげたらどうですか。そのためには、この議会だよりとかホームページ

とかフェイスブックとか見ちょってくださいっていうことになると思い

ますんで、項目をある程度示してくださいと。そのための一つの参考に

なるのが、改選前に広聴特別委員会が取られた議会報告会に関するアン

ケートで、これも一つの材料にはなるんですね。それはあくまでも、そ

のときに取った手法なんで、アンケートをしてほしいという意味で言っ

たわけじゃないんですね。その辺は市議会モニターがしっかりと言われ
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ると思います。 

 

森山喜久委員長 取りあえず、デジタル化推進特別委員会と広聴特別委員会と

三者で協議を設定させていただいて、協議経過含めて、市議会全体とし

ての意見交換なのか、広報特別委員会としての意見交換なのか、ちょっ

とそこが、三者の協議によってはっきりしてくると思います。まずは三

者で協議していく、確認させていただきたいと思います。それを受けて、

また市議会モニターとの意見交換です。できれば、９月の定例会前にそ

ういった場を設けるように進めていきたいと思いますが、よろしいです

かね。（発言する者あり）９月定例会が始まる前にその市議会モニター

との意見交換を含めて、市議会全体か広報特別委員会としてか。どちら

かを進めていく方向性でいきたいと思いますので、御協力をよろしくお

願いします。 

 

大井淳一朗委員 先ほど、ＦＭの原稿がどうなんかとあったでしょう。だから

そのことをやんないといけないし、先ほど委員長が言われた協議結果、

あるいは今後、広報特別委員会だけでやるのか、３委員会が協調してや

るのかというのも含めた方向性を示す場を、やはり、やらないといけな

いと思うので、盆明け早々か、盆前か、日程調整したほうがよろしいか

と思います。今、メンバーが集まっていますので。 

 

森山喜久委員長 来週いっぱいまでに三者の協議をしていきたいと思います。

８日、９日、１０日であればＦＭスマイルウェ～ブ間に合うよね。（発

言する者あり）８月９日火曜日の午前中は、皆さんどうですか。事務局

は９日大丈夫ですか。（発言する者あり）１０時でいいですかね。次の

広報特別委員会を開催したいと思いますが、よろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）以上をもちまして、広報特別委員会を終わります。お疲

れ様でした。 
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午後０時５分 散会 

 

令和４年（2022 年）７月２６日 

              

  広報特別委員長 森 山 喜 久   

 


